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世界中の講師や受講者と交流しながら学べます

ヽ

ヽ0「Edge」 の英会話レツスンでは、少人数 スシーンを

コミュニケーションカを鍛える充実の機能

開発プロジエクト、経営管理、ビジネスデイナーなど、様々な

経版はGlobalEnglish

GIobaIEnglish日経版は、

ネイテイブ講師や

世界中の受講者たちと交流するなど～
インタラクテイブな学習を進められます。

4つのスキルが
バランスよく向上

3つのプログラムで
徹底学習

単語、文法←読み取り、聞き取り、発音練習まで、各自のレベ

ルに合つた学習が可能。「読む」「書く」「聞く」「話す」の4つの

スキルをバランスよく伸ばせます。

トータル約 1000時間分の演習を用意したEdge、 時事

ニュースが定期的に更新されるBIoom～ アンスタントアプリ

のLinGoProの 3つのプログラムで効率よく学べます。

ったが、外国ブランド店およびロシアの小

売リチェーンからの需要があり、空室率は

低フk準ブごった。 (WWW.jetro.go.jp/biznew
s/5343496839dc8)

― ・buShesswlreocom/

▼ぢ虫シーメンス、米マカフイととの提携を延

長。産業用の大口顧客向けのセキュリティ

ーサービス強化力潮ユい(WWWoSiemens,com)

▼米投資会社ブラックス トーン・ グループ、

共同事業体 (JV)で ドイツに建設してい

た出力28万 8000キロワットの洋上風力発電設備が

完成 (WWW.blackstone.com)

▼英ロールス・ロイス、長期テーマの研究を担

う組織に米バージニア大、バージニアエ科

大が加わると発表 (WWW.r01lS―royce.com)

▼イスラエルの後発医薬品大手テバ・ ファー

マスーティカル 。イングス トリーズ、高 ト

リグリセライ ド血症治療薬「ロバザJの後

発薬を米国で発売 (WWW.tevapharmocom)

▼調査会社 リサーチ・ アンド。マーケッツ、

ロシア周辺地域の自動車や制御機器市場に

関する2017年 までの予測を発表 (WWW.res
earchandmarkets,com)

▼スターウッド・ ホテルズ 。アン ド・ リゾー

ツ 。ワール ドワイ ド、世界の大手ホテルチ

ェーンで初めて レス トランでのフカヒレ使

用禁上を発表。 7月 から約1300あ る全ホテ

ルで実施 (WWW,Starwoodhotels,com)

▼カジノリゾー ト管理の米エンパイア・ リゾ

ーツとニューヨーク州立大学サ リバンカウ

ンティコミュニティカレッジ、カジノやリ

ゾー トで働 く人材の育成プログラムで提携

(WWW.empireresorts,com)

▼米食品大手の ドール・フー ド・カンパニー、

主カサラダパ ックに「セサ ミ・ アジアン」

と「サンフラワー 。クランチ」の 2品を追

カロ(WWW.d01e.com)

▼米ユニホーム製造の G&Kサ ービシズ、

1300種類以上の有名ブランド品などのユニ

ホームを集めた新しい商品カタログを発行

(WWW.gkservices,com)
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。
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整
備
」
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し
て
あ
げ

働
コ
ス
ト

賃
金
の
上

０
‐３
年
に

剛旺
盛

・首
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特
別

前
年
比
４４

る
な
ど
、

に
大
幅
な

あ

っ
た
。

ジ

ョ
コ

・

）の
主
導
に

一賃
金
は
、

）同
６８
％
増

幅
に
抑
え
、

一２
千
円
程

革
新
に
よ
る
新
し
い

模
索
す
る
た
め
の
方

て
、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

効
だ
」
と
い
う
議
論

っ
た
。

国
有
食
糧
大
手
、
中

傘
下
の
Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
Ｏ

コ
ー
ラ
飲
料
の
粂

（げ

菊
董
事
長
は
モ
バ
イ

の
活
用
で

「
売
れ
筋

ど
が
す
ぐ
わ
か
る
よ

）月
末
、
出
張
中
の
タ
イ

・

サコ
ク
で
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ

場
所
は
あ
る
商
業
胞
設
に

中
す
る
日
系
ラ
ー
メ

ン
店

・楽
苑
」
。
ふ
と
隣
の
席
を

）と
、
ス
ー
ツ
姿
で
２
杯
の

・メ
ン
を
す
す
る
老
紳
士
が

一。
創
業
者
で
社
長
の
新
井

一氏

（６９
）
だ
ｏ

十楽
苑
は
日
本
で
は
約
５
０

【を
展
開
す
る
ラ
ー
メ
ン
最

Ｊ。
タ
イ
で
は
ま
だ
４
店
し

いい
。
毎
月
、
新
メ
ニ
ュ
ー

ノ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
夕
／

（て
い
る
の
だ
と
い
う
。

／イ
で
は
日
本
の
ラ
ー
メ
ン

ノー
ム
。
と
り
わ
け
こ
っ
て

いし
た
豚
骨
味
が
人
気
で
、

四す
る
日
系
ラ
ー
メ
ン
店
の

ヽ
は
豚
骨
系
だ
。
し
か
し
、

う

に
な

っ
た
」
と
強
調
し

た
。Ａ

Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
イ
ン

グ
ス
の
片
野
坂
真
哉
副
社
長

も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
ス
マ

ホ
）
で
利
用
者
自
身
が
空
港

で
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
で
き
る
よ

う
に
す
る
な
ど

「航
空
産
業

も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
労
働
集
約
型
を

脱
し
て
生
産
性
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
話
し
た
。

Ｍ
＆
Ａ
も
選
択
肢

人
材
も
ま
た
企
業
が
成
長

を
続
け
る
た
め
の
条
件
に
な

る
と
の
発
言
も
多
か

っ
た
。

「
／
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原
点

は
人
、
Ｉ
Ｔ

（情
報
技
術
）
、

デ
ザ
イ
ン
だ
」

（内
田
洋
行

の
相
原
孝
社
長
）
。
優
秀
な

人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
手

段
と
し
て
、
Ｍ
＆
Ａ

（合
併

・
買
収
）
も
経
営
の
選
択
肢

と
す
べ
き
だ
、
と
の
意
見
が

あ

っ
た
。

日
中
経
営
者
ラ
ウ
ン
ド
テ

ー
ブ
ル
は
中
国
の
著
名
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
、
長
江
商
学

院

（北
京
市
）
が
主
催
し
今

回
が
５
回
目
。
成
熟
期
の
中

国
経
済
の
成
長
戦
略
や
新
た

な
成
長
事
業
の
創
出
に
つ
い

て
自
由
に
意
見
交
換
し
た
。

予
測
不
可
能
と
し
て
も
、
上
海

の
店
舗
過
剰
や
家
賃
高
騰
に
苦

し
む
日
系
外
食
企
業
を
見
る
に

つ
け
、

「出
店
し
て
い
た
ら
大

損
だ

っ
た
」
と
胸
を
な
で
下
ろ

す
。幸

楽
苑
は
日
本
の
既
存
店
売

上
高
が
昨
年
１０
月
以
降
６
カ
月

連
続
の
プ
ラ
ス
。
外
食
不
況
を

跳
ね
返
す
好
調
の
原
動
力
は
数

年
前
か
ら
始
め
た
現
場
改
革

だ
。
定
期
的
に
店
長
ら
を
集
め
、

朝
６
時
か
ら
膝
詰
め
で
問
題
点

を
報
告
さ
せ
る
。

「外
食
が
不
振
の
理
由
を
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
可
処

分
所
得
減
少
の
せ
い
に
す
る
人

も
い
る
が
、
私
は
現
場
の
力
が

足
り
な
い
か
ら
だ
と
思
う
」
。

現
場
百
遍
を
地
で
行
く
新
井
田

氏
の
姿
勢
は
、
外
食
業
に
と
ど

ま
ら
ず
、
消
費
財
を
扱
う
製
造

業
な
ど
に
も
通
じ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
　

（富
山
篤
）

度
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
影

響
も
あ
り
、
他
地
域
で
も
賃

金
上
昇
は
や
や
落
ち
着
き
を

見
せ
て
い
る
。

イ
ン
フ
ラ
面
で
は
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
課
題
が
顕
著
だ
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
北
部
の
国
際
通

商
港
タ
ン
ジ

ュ
ン
プ
リ
オ
ク

港
は
、
貨
物

取
扱
量
の
増

加
か
ら
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
ー

新
港
を
建
設
す
る
計
画
を
持

つ
。
こ
れ
ら
の
早
期
実
現
が

期
待
さ
れ
る
。

も

っ
と
も
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
合
む
投
資
環
境
の
改
善
は

７
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
大

統
領
選
挙
の
結
果
に
左
右
さ

れ
る
。
外
資
投
資
の
重
要
性

を
理
解
し
、
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
持

つ
大
統
領
の
選

出
が
望
ま
れ
て
い
る
。

３
月
１４
日
、
野
党
の
間
争

民
主
党
が
ジ

ョ
コ
州
知
事
の

大
統
領
候
補

へ
の
擁
立
を
表

明
し
た
。
同
知
事
は
出
身
地
、

中
部
ジ
ャ
ワ
州
ソ
ロ
市
の
市

長
時
代
か
ら
実
行
力
と
行
動

力
を
遺
憾
な
く
発
揮
。
不
法

居
住
者
の
移
転
先
を
整
備
す

る
な
ど
弱
者
に
配
慮
し
た
政

策
を
と
る
庶
民
目
線
の
ス
タ

イ
ル
と
汚
職
に
無
縁
の
ク
リ

ー
ン
さ
で
人
気
を
集
め
た
。

‐２
年
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
州
知
事

当
選
後
も
高
い
人
気
を
背
景

に
低
所
得
層

の
医
療
無
償

化
、
渋
滞
解
消
の
た
め
の
露

天
商
の
立
ち
退
き
な
ど
の
政

策
を
進
め
て
い
る
。

同
州
知
事
は
大
統
領
選
挙

の
世
論
調
査
で
圧
倒
的
な
支

持
を
集
め
る
最
有
力
候
補
。

大
統
領
候
補

へ
の
擁
立
は
市

場
か
ら
も
好
意
的
に
受
け
止

め
ら
れ
、
当
日
の
ル
ピ
ア
相

場
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
総
合
株
価

指
数
と
も
に
急
上
昇
し
た
。

９
日
に
は
国
会
議
員
選
挙

が
行
わ
れ
た
。
選
挙
結
果
次

第
で
は
各
政
党
は
大
統
領
候

補
者
を
推
薦
で
き
る
。
５
月

上
旬
に
正
式
な
結
果
が
確
定

す
る
が
、
大
統
領
を
出
す
可

能
性
が
高
い
有
力
政
党
が
ど

こ
ま
で
議
席
数
を
伸
ば
す
か

が
注
目
さ
れ
る
。

不
足
に
陥

っ
て
お
り
、
通
関

手
続
き
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
日
系
企
業
が
多
く

入
居
す
る
工
業
団
地
な

ど

と
、
同
港
を
結
ぶ
高
速
道
路

は
渋
滞
が
慢
性
化
。
１
日
１

往
復
の
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
が
や

っ
と
と
い
う
状
況
だ
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
同

港
の
拡
張
計
画
や
西
ジ
ャ
ワ

州
北
部
の
チ
ラ
マ
ヤ
地
区
に

インフラ整備、大統領選カギ

幸
楽
苑
は

「
週
に
３
回
食
べ
て

も
飽
き
な
い
」
と
い
う
モ
ッ
ト

ー
に
反
す
る
と
し
て
提
供
し
な

い
。
そ
の
代
わ
り
に
新
メ
ニ
ュ

ー
を
頻
繁
に
投
入
す
る
。

「
タ
イ
人
の
嗜
好
が
分
か
ら

な
い
。
最
後
は
直
感
に
頼
る
が
、

直
感
を
磨
く
に
は
現
場
に
来
る

し
か
な
い
」
と
話
す
新
井
田
氏
。

３
年
前
、
直
感
力
を
痛
感
す
る

出
来
事
が
あ

っ
た
。

２
０
１
１
年
３
月
。
幸
楽
苑

は
初
の
海
外
店
舗
と
し
て
準
備

し
て
い
た
中
国

。
上
海
店
の
契

約
を
自
紙
撤
回
し
た
。

「好
立

地
」

「
日
本
食
人
気
」
な
ど
好

条
件
の

一
方
、　
響
回
い
家
賃
」

「
ラ
γ
バ
ル
の
存
在
」
と
い
っ

た
気

に
な
る
点
は
多

々
あ

っ

た
。
出
店
を
求
め
る
声
も
社
内

に
多
か

っ
た
が
、

「
出
店
す
べ

き
で
は
な
い
と
い
う
自
分
の
直

感
に
従

っ
た
」
。

そ
の
後
の
日
中
関
係
悪
化
は

幸楽苑、現場百遍で直感磨く

■ ■中南米最大の経済規模を誇る

フ
゛
ラジルは、 6月 のサッカー・

ワール ドカップ (W杯)や 2016

年のリオデジャネイロ夏季五輪

などを控え、積極的に外資企業

を受け入れています。同国進出

の日系企業では公用語ポル トガ

ル語と、日本語を話す日系ブラ

ジル人を採用する例が多 くみら

れますが、どう運用すればよい

のでしょうか。

A社は、ポル トガル語しか話せな
い現地スタッフを管理するため、日

日系ブラジル人、能力見極め
思容礎 謡 酪 酎主任研究員 粟 田 輝 氏

日

Ｊ

系ブラジル人B氏を採用。日本文化
。社風をすぐに理解し、現地スタッ
フの採用まで任されるようになった

B tt。 面接時にA社のきまりや採用

条件を細か く伝えるばかりでなく、

自身の判断で入社後の「キャリアプ

ラン (昇給・ 昇格イメージや研修計

画)」 を可能な限り具体的に提示し

ました。これがキャリアづ くりを大

事にするブラジル人に好評で優秀な

人材を多数採用できました。

A社が日本人とブラジル人が一体

となった組織を作れた陰にはB氏の

活躍がありました。本社派遣の日本

人だけではできなかったことです。

日系ブラジル人が日本人とブラジ

ル人の懸け橋として現地法人の要と

なる例がある一方、注意を要する点

もあります。 C社では明るい人柄も

あって組織活性化に大きく貢献 した

D氏に組織全体の業績管理まで一任

しました。しかし失敗が相次ぎ、結

局退職に追い込んでしまいました。

これは本人 。会社双方にとり大 きな

損失です。英語も通じにくいブラジ

ルでは日本語が話せ見た日も近い日

系ブラジル人に過重な期待をしがち

です。しかし日本国内と同様、信頼

しながらも個々の能力を見極め、任

せる業務を選ぶことが重要です。

日系ブラジル人のポジシヨン

塀坐う雪シ罷完
のコミユニ

ど
ち
ら
に
属
す
る
の
か
を
認
識

し
た
上
で
、
任
せ
る
べ
き

日
系

．フ
ラ
ジ
ル
人

特
に
赴
任
し

た
て
の
日
本

人

別
の
能
力
と
し
て

認
識
す
べ
き
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薪
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集
約
す
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